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Ⅲ 事業内容 

■若年者地域連携事業（ジュニア・インターンシップ） 
厚生労働省委託事業として、ジュニア・インターンシッ

ププログラムの推進をおこなった。 
ジュニア・インターンシップ事業周知・啓発とガイドブッ

クの作成（学生の受け入れ先組織２００団体）及び 2005
年度版の全高校配布を目標とし、県内各種団体に協力を仰

ぎ、ハローワーク学卒担当者との連携及び就職面接会で、

受け入れ協力依頼を 1605 事業所におこない、周知啓発し
た結果２３８事業所の受け入れ表明があり、ガイドブック

を３月 1日に発行し、県内高校及び公共職業安定所に配布
した。 
教育現場におけるキャリア教育で、就業体験の必要性は高

く、今後対象が中学校まで、拡大する中で、受け入れ先の確保が重要となる。 
■若年者地域連携事業（キャリア探索プログラム） 

厚生労働省委託事業として、キャリア探索プログラムの

推進をおこなった。 
キャリア探索プログラムの周知・啓発と講師リスト作成

(100人のリスト)とマッチング（講演会実施件数）50人を
目標とした。中学・高校に対し、キャリア探索プログラム

開催の周知、啓発活動を行い、キャリア講師の候補者に対

し、登録を依頼し、登録の意向のあった 131名の講師を登
録者リストに載せ、一覧表を作成後、県内中学校、高校へ

配布した。また、マッチングについては、中学・高校から

講師派遣の依頼があり、ハローワーク・学校と連絡をとり

ながら講師を派遣した。 
 教育現場におけるキャリア教育の浸透が、進むにつれ需要があ

り、今後さらに職業講話の重要性が増すと考えられ、平成１７年度から小学生まで対象を広げる事となっ

ており、更なる講師登録が必要となる。 

■勤労者マルチライフ支援事業 
厚生労働省が推進する「勤労者マルチライフ支援事業」の3ヵ年の実施プログラムに参

加した勤労者・企業・ＮＰＯを中心に長野県内における勤労者の社会活動参加プログラ

ム推進組織のネットワーク構築を行う。県内 4地区協議会と事務局３者（経営者協会、

社会福祉協議会、当センター）の恊働により、イベントや会議、企業まわりを共に行う

ことで、その地域の特性を理解することとなった。企業の退職者の増加や社会的責任が



事業報告 2004 

特定非営利活動法人長野県ＮＰＯセンター2004 

社会の課題となり、次世代育成・高齢者ケア・災害時の緊急対応など地域で求められる

状況の中で「勤労者の市民活動」という認識が少しずつ深まりつつある。 
［県内４地区協議会構成団体］ 

東信 

上田市 

うえだ百勇士委員会／上田青年会議所／小諸市／やすらぎの園／ 

上田市ボランティアセンター／ボランティアネットワーク設立準

備会 
南信 

駒ヶ根市 

福祉を考える企業の会／駒ヶ根市社会福祉協議会／長野労働局／ 

長野県生活環境部NPO活動推進室 
中信 

松本市 

松本青年会議所／松本市社会福祉協議会／長野県連合会／ 

山形村障害相談センター 
北信 

長野市 

ながのボランティア･市民活動支援ネット／ 

長野市ボランティアセンター／長野県健生アドバイザー協会 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■民間活用委託訓練事業 
厚生労働省の管轄する公共職業訓練として、全

国的なモデルとして NPO 委託訓練事業を受託
して３年となった。当センターのミッション実

現に大きく関わる事業であるだけに 5 月と 10
月に２つのコースを実施した。この訓練コース

は「NPO についての経験、興味」が全くない
方も含む、求職中の方々を対象として就業を目

的として行われる。過去２年間の反省から就業

という成果につながるカリキュラムづくりを心

がけた。それが就業率に反映されないことへの

反省が残る。 
［講座の概要］ 

 

市民に向けてＮＰＯを紹介するイベントや

スペシャルオリンピックス冬季世界大会での

ホストタウンのボランティア事務局運営な

ど、地域に即した様々な事業展開を行った「企

業の社会貢献・勤労者のボランティア担当者

のネットワーク会議」では、約５０の企業や

団体の情報交換会の場となり、環境調査、子

どもの科学実験教室、森林塾、リサイクルシ

ステム研究などのほか、講演会や勉強会開催

の事例紹介に対して活発に質疑応答が展開さ

れた。 
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① 市民事業・コミュニティビジネス科 
期間 5月7日（金）～ 8月6日（金） 

訓練時間 ３ヵ月間 平日午前9時30分～午後4時 
カリキュラムの特

色 
座学に加えて団体運営、事業経営、パブリックプログラムの３つ

の演習を 行い、コミュニティビジネスのシュミレーションを体

験して、最終プレゼンテーションによる報告を行う。 
受講生数 18人 
就業状況 講座終了時は18人中7人（4割弱）、半年後に5割強 
② 宅老所・高齢者ケアマネジメント科 

期間 10月1日（金）～ 12月24日（金） 

訓練時間 ３ヵ月間 平日午前9時30分～午後4時 

カリキュラムの特

色 
宅老所運営者によるカリキュラムのコーディネート、講義、個別

のアドバイスに加えて、ホームヘルパー2級の資格取得ができる内

容である。 

受講生数 15人 

就業状況 講座終了時は15人中5人（3割強）３ヵ月後に4割 

■朝日村共生のまちづくり助成事業 

朝日村村民のコミュニティー活動の促進を図ることにより、朝日村の活性化を支援する。 

事業内容は 

① ボランティアコーディネーターの育成 

② ボランティア団体のＮＰＯ法人化の可能性調査及び法人化支援 

③ その他団体のＮＰＯ法人化の可能性調査及び法人化支援 

④ ＩＴを利用したボランティアのネットワークづくり支援 

⑤ エコマネー趣旨普及実証実験 

［講座・研修会の概要］ 

講座名 開催日 内容 

第１回 

ボランティア 

コーディネーター養成講

座 

１１月２

０日 

『ボランティア活動とコーディネート業務

について』 

ミニ講座とワークショップ 

中条村現地研修会 １２月９

日 

『なかちゃんの活動について』 

第２回 

ボランティア 

コーディネーター養成講

座 

１２月１

７日 

『災害時におけるボランティアコーディネ

ーターについて』 

『コーディネーターに求められるコミュニ

ケーション技術』 
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第３回 

ボランティア 

コーディネーター養成講

座 

１月３０

日 

『ボランティアコーディネーターの必要性

と役割』 

『地域との協働とネットワーク形成につい

て』 

地域通貨勉強会 ３月１７

日 

『住民協働と地域通貨の可能性ワークショ

ップ』 

■キャリア交流事業 「ＮＰＯ・市民事業・企業支援コース」 
職業訓練を推進する上田キャリア交流プラザ（上田はローワーク：労働局管轄）との連携 
により短期の企業家育成訓練カリキュラムを年度内に２回開催した。 
【開催期間】 

2004年７月16日～2004年７月30日10:00～16:00 全30コマ会場／上田交流プラザ 

2005年1月17日～2005年1月28日10:00～16:00 全30コマ会場／松本勤労者福祉セン

ター等 

【講座内容】 

「市民事業・ＮＰＯ概論」・「ＮＰＯ法人の特性と申請」・「起業・創業に必要な視点・

要件」・「NPOの起業に必要な自己管理力」・「NPOの人事、労務管理」・「行政との協働

とネットワークづくり」・「事業計画書作成」・「事業計画の実際と評価」・「事業計画

の実際と評価」・「マーケティングとは」・「市民ニーズの視点」・「マーケティングか

ら事業計画の見直し」・「周囲の人的資源の活用方法・人の動かし方」・「合意形成の方

法ワークショップ」・「キャリアを活かす起業（多様な働き方と職業人生）」・「小規模

起業の勧め（無銭起業・試行起業・家族起業）」・「開業適齢期（四十にして立つ）」・

「起業を支援する公的助成金・支援策」・「ＮＰＯの日常会計」・「企画書作成」・「プ

レゼンテーション」・「まとめ」  以上３０コマ  

■長野市受託事業（長野市市民公益活動センター管理・運営事業） 
様々な分野のＮＰＯやボランティア、市民活動団体等の非営利・公益的な活動を総合的に

支援する拠点づくりをめざし、管理・運営にあたった。 
実施プログラムおよびスケジュールは以下の通り。 
１．施設管理・情報収集及び提供業務 
（１）施設管理業務 （２）情報の収集・提供業務 
２．独自事業 
（１）出会いの場プログラム （２）育ちの場プログラム （３）受発信プログラム 
（４）解決の場プログラム （５）創造の場プログラム 
３．スケジュール 
（１）共同オフィス管理運営/スタッフ研修 (通年) 

（２）市民活動情報の収集、提供/情報掲示板・図書の管理/窓口での相談･情報提供 (通

年) 




